
（別紙３）

～ R8年　2月　10日

（対象者数） 27 （回答者数） 19

～ R8年　2月　10日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもの「これがしたい！」という

要望に応えていけるよう、

日々創意工夫しています。

2
理学療法士などによる

専門性の高い評価を行っていきます。

3
提携先のフリースクールや学校と連携し、

学習面を支援していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ニーズやご要望により、

定員を増やすなどの取り組みを

検討していきます。

2

ニーズやご要望により、

新規事業所の立ち上げ等の取り組みを

検討していきます。

3
近隣の公園や体育館を活用し、

充分な活動スペースを確保していきます。

○事業所名 サニー

○保護者評価実施期間
R8年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

R8年　1月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　2月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

施設規模
専用設計の福祉施設でないため、

施設の規模や設備が小さいです。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

受入れ定員の少なさ

事業所が一つしかなく、

定員に限りがあるため、

新規のご利用の方をお断りする場合が

ございます。

受入れ出来る地域の範囲の狭さ

事業所が一つしかなく、

送迎範囲が限られるため、

大分東部地区以外の方の受け入れが

難しい状況にあります。

子どもが主体的に取り組める遊びや

興味を通じた活動の提供。

子どもの主体性を尊重し、

放課後に何をして遊ぶかを自ら考え、

取り組めるように支援しています。

遊びを通じた認知・運動能力、

社会性向上への支援。

主体的に取り組める遊びを通じた

活動を提供し、楽しみながら発達を促せる

取り組みを心がけてます。

不登校児への支援
ニーズに応じた個別的な支援を行い、

ひきこもりを防ぐべく取り組んでいます。

事業所における自己評価総括表公表


